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『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

中村修也

Tea historical materials seen 

“D aijoin -jishazojiki"大乗院寺社雑事記

Shuya Nakamura 

From the full text of the “Daijoin-jishazojiki" (大乗院寺社雑

事記)， relevant historical materials about tea w巴reretrieved. 

Daijoin is a semiautonomous subtemple of Kofuku-ji興福寺.The 

“Daijoin-jishazojiki" is a diary of a temple which Jinson (尋噂)， a 

priest of Daijoin (大乗院)， wrote between 1456 and 1508. The 

period this record was written in overlaps with the period in which 

Juko (珠光)， the originator of Wabi-cha (わび茶)， lived. lt is 

therefore considered that， it is an important and basic historical 

material， revealing how the tea ceremony about tea can be is 

known in this period. The following three things understood. 

First， it was that it was generally used as a gift. Second， that 

“Hiki-cha" (引茶)was not a present but the tea ground by a 

handmill. Third， the price of tea in those days can be known. 

lndividual of research. The temple which produces tea can be 

considered as a future subject. 
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一
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
と
茶
の
湯

『大乗院寺社維事記』にみえる茶史料

「
茶
の
湯
」
と
い
う
と
、
現
在
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に

は
わ
び
茶
を
意
味
す
る
。
わ
び
茶
と
い
う
の
は
、
抹
茶
を
草

庵
風
茶
室
で
飲
む
こ
と
と
、
そ
の
一
連
の
作
法
を
さ
す
。
わ

び
茶
の
祖
は
珠
光
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
珠
光
の
生

没
年
は
、
応
永
三
十
年
(
一
四
三
二
)
か
ら
文
亀
二
年
(
一
五

O
二
)
と
さ
れ
る
。
珠
光
の
生
き
た
時
代
を
考
え
る
と
、
十

五
世
紀
後
半
に
「
わ
び
茶
」
な
る
も
の
が
、
誕
生
し
た
こ
と

に
な
る
。
十
五
世
紀
末
と
限
定
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
期
の
史
料
と
し
て
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
『
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』
(
以
下
、
『
雑
事
記
』
と
略
す
)
が
存
在
す

る
[
註
1
]
。
『
雑
事
記
』
は
宝
徳
二
年
(
一
四
五

O
)
か
ら
大

永
七
年
(
一
五
三
七
)
ま
で
の
大
乗
院
の
寺
務
日
記
で
あ
る
。

そ
の
執
筆
期
間
は
、
完
全
に
珠
光
の
生
き
た
期
間
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
『
雑
事
記
』
に
描
か
れ
た
社
会
相
は
、
珠
光

の
生
き
た
社
会
棺
そ
の
も
の
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
わ
び
茶

な
る
も
の
が
発
生
し
た
社
会
相
を
見
出
す
事
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

大
乗
院
は
、
奈
良
・
興
福
寺
の
門
跡
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
。

興
福
寺
に
は
一
乗
院
と
大
乗
院
の
二
つ
の
門
跡
寺
院
が
あ
っ

た
。
同
門
跡
と
も
に
興
福
寺
に
属
す
る
も
の
の
、
別
格
寺
院

と
し
て
独
立
寺
院
と
し
て
の
格
を
有
し
た
。
一
一
衆
院
に
は
近

衛
流
の
、
大
乗
院
に
は
九
条
流
の
摂
関
家
子
弟
が
入
っ
た
。

大
乗
院
は
、
権
大
僧
都
隆
禅
が
興
福
寺
の
東
方
に
創
建
し

た
の
が
始
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
源
平
の
戦
火
で
焼
失
し
、

信
円
が
元
興
寺
別
院
の
禅
定
院
を
大
乗
院
家
に
定
め
、
以
後
、

奈
良
南
郊
に
大
乗
院
郷
が
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
雑
事
記
』
は
、
第
二
十
七
代
門
跡
の
尋
尊
と
第
二
十
八

代
門
跡
政
覚
・
第
三
十
代
経
尋
の
三
人
の
日
記
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
が
、
後
の
二
人
の
分
量
は
少
な
く
、
圧
倒
的
に

尋
尊
の
記
し
た
文
書
を
元
に
し
て
い
る
。
尋
尊
は
、
最
初
、

宝
徳
二
年
(
一
四
五

O
)
に
『
寺
務
方
諸
廻
詰
』
を
書
き
始

め
、
康
正
二
年
(
一
四
五
六
)
二
月
に
別
当
に
任
じ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
本
格
的
に
日
記
を
書
き
出
し
た
。
つ
い
で
、
長

禄
三
年
に
別
当
を
退
く
と
、
『
寺
社
雑
事
記
』
と
し
て
、
永
正

五
年
(
一
五

O
八
)
ま
で
、
ほ
ぼ
四
十
九
年
問
、
書
き
継
い
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だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
雑
事
記
』
を
尋
尊
の
寺
務
日
誌
を
中
心
に

考
え
る
こ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
的
外
れ
で
も
な
い
。

さ
て
、
尋
尊
の
簡
単
な
経
歴
を
み
て
お
こ
う
。
彼
は
永
享

二
年
(
一
四
三

O
)
八
月
七
日
に
、
京
都
一
条
殿
に
生
ま
れ

て
い
る
。
父
は
一
条
兼
良
、
母
は
小
林
寺
殿
で
あ
る
。
永
享

十
年
十
二
月
八
日
、
九
歳
の
時
、
新
門
主
と
し
て
大
乗
院
に

入
室
し
、
同
十
二
年
十
一
月
三
十
日
得
度
、
同
十
二
月
二
十

五
日
に
受
戒
し
て
い
る
。
康
正
二
年
二
月
十
日
に
興
福
寺
別

当
と
な
り
、
翌
長
禄
元
年
(
一
四
五
七
)
六
月
二
日
に
大
僧

正
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
尋
尊
二
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
ま

さ
に
摂
関
家
出
身
な
ら
で
は
の
ス
ピ
ー
ド
出
世
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
別
当
は
わ
ず
か
三
年
ほ
ど
で
辞
し
て
い
る
。
以

後
、
異
常
と
も
言
え
る
情
熱
で
『
雑
事
記
』
を
書
き
つ
づ
け

言語と文化文教大学

る
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
『
雑
事
記
』
に
記
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
の

中
か
ら
、
茶
の
湯
関
係
記
事
を
検
索
し
、
そ
れ
を
も
と
に
史

料
年
表
を
作
成
す
る
事
を
目
的
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
作

成
過
程
に
お
い
て
、
気
づ
い
た
点
を
、
覚
書
的
に
取
り
上
げ

る
事
と
し
た
。
よ
っ
て
本
稿
は
、
あ
く
ま
で
本
格
的
な
室
町

末
期
の
茶
の
湯
論
の
基
礎
的
作
業
で
あ
り
、
本
格
的
な
論
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
、
茶
進
上
に
関
す
る
覚
書

全
体
を
通
し
て
茶
の
進
上
が
行
わ
れ
て
い
る
時
期
は
三

時
期
に
限
定
さ
れ
て
く
る
。

そ
れ
は
ま
ず
、

①
正
月
の
新
年
を
祝
う
時
期
で
あ
る
。

次
が
、
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②
八
月
一
日
の
八
朔
の
祝
い
の
時
期
。

そ
し
て
最
後
が
、

③
十
二
月
末
の
歳
暮
の
時
期
で
あ
る
。

多
少
の
例
外
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
こ
の
三
つ
の
時
期

に
、
他
の
進
物
と
同
様
に
茶
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
他
の
進
物
は
主
と
し
て
扇
・
杉
原
紙
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
茶
が
、
十
五
世
紀
後
半
に
は
、
時
節
の
進

物
品
と
し
て
、
一
般
的
な
地
位
を
確
保
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。



『大乗|涜寺社雑事記』にみえる茶史料

お
茶
の
量
で
あ
る
が
、
十
袋
、
二
十
袋
が
一
般
的

な
進
上
量
で
あ
っ
た
。
種
類
と
し
て
は
、
「
茶
」
「
新
茶
」
「
古

茶
」
と
い
う
三
種
類
の
品
質
の
違
い
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
吉

茶
」
「
上
品
」
と
い
う
特
殊
な
品
質
の
茶
も
あ
っ
た
。
銘
柄
と

し
て
は
「
宇
治
茶
」
が
登
場
し
て
い
る
。

そ
し
て
葉
茶
以
外
に
、
抹
茶
と
し
て
の

が
現
れ
る
。

さ
て
、

「
引
茶
」
「
曳
茶
」

文
明
十
六
年
四
月
五
日
条
に
、
「
畑
茶
一
斤
八
十
袋
也
〉
」

と
あ
り
、
こ
れ
を
一
つ
の
基
準
と
す
る
と
、
茶
十
袋
H

一
斤

と
い
う
式
が
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
文
明
二
年
四
月
二
十
三

日
条
に
は
、
「
新
茶
九
斤
自
尭
穀
方
進
之
、
山
内
茶
云
々
、
二

十
七
袋
有
之
、
」
と
あ
り
、
九
斤
の
新
茶
が
二
十
七
袋
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
だ
と
一
斤
H

一
一
一
袋
と
い
う
換
算
率
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
「
文
明
三
年
慈
思
会
記
」
と
い
う
記
録
の

中
に
は
、
「
八
百
文
茶
十
斤
」
と
「
九
十
文
茶
境
〈
二
〉
」
と
い

う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
あ
る
種
類
の
茶
の
値
段
が
わ

か
る
。
つ
ま
り
、
文
明
三
年
の
慈
恩
会
で
使
用
し
た
茶
は
、

茶
一
斤
リ
八
十
文
の
茶
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
お
茶
を
入

れ
る
磁
器
は
一
つ
が
四
十
五
文
の
「
茶
境
」
で
あ
っ
た
。

茶
の
値
段
に
つ
い
て
は
、
文
明
七
年
二
月
十
九
日
条
に
も

記
載
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
茶
十
斤
二
貢
文
」
と
あ
る
。

す
る
と
、
茶
一
斤
H

二
O
O文
と
な
る
。
こ
れ
は
慈
恩
会
で

使
っ
た
御
茶
よ
り
は
る
か
に
上
等
の
茶
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
文
明
七
年
六
月
に
は
「
茶
日
記
」
な
る
史
料
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
茶
の
値
段
が
登

場
す
る
。八
O
O
文
リ
茶
十
斤

三
六

O
文
H
茶
四
斤
半

七
五

O
文
H

茶

十

斤

↓

茶

一

斤

H

七
五
文

三
二
五
文
H

茶

五

斤

↓

茶

一

斤

H

六
五
文

こ
れ
に
よ
る
と
、
一
般
的
な
茶
の
値
段
は
、
ほ
ぼ
茶
一
斤

に
つ
き
六
五
文
か
ら
八

O
文
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
「
吉
茶
分
七
斤
」
が
「
五
百
廿
五
文
」
と
あ
り
、
吉
茶

一
斤
H
七
五
文
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
の
他
、
「
ソ
ソ

リ
」
が
二
斤
で
九

O
文
(
一
斤
H

四
五
文
)
、
「
ヒ
ク
ツ
」
が

↓
茶
一
斤
H

八
O
文

↓
茶
一
斤
日
八

O
文
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八
斤
で
一
一
六
文
(
一
斤
H

一
四
・
五
文
)
と
い
う
記
録
も

あ
り
、
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。

そ
の
上
、

こ
の

「
茶
日
記
」
に
は
、
袋
と
重
さ
の
換
算
率



第14号

を
記
し
た
数
字
も
あ
る
。

〈
三
百
五
十
〉
七
十
文
宛
分
五
斤
、
五
十
四
袋
半

と
あ
る
。
こ
れ
を
計
算
す
る
と
、
茶
一
斤
七

O
文
の
茶
は
一

0
・
九
袋
分
と
な
る
。
約
一
一
袋
で
あ
る
。
こ
の
換
算
率
は

畑
茶
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
量
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
新
茶
の

一
斤
H
三
袋
と
い
う
の
は
、
通
常
の
約
三
倍
の
大
き
さ
の
袋

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

茶
を
入
れ
る
袋
の
大
き
さ
が
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
理

解
で
き
る
が
、
「
茶
日
記
」
に
記
さ
れ
た
袋
を
一
応
は
、
大
乗

院
に
お
け
る
標
準
的
大
き
さ
と
考
え
る
事
に
し
よ
う
。

言語と文化文教大学

引
茶
に
つ
い
て

『
雑
事
記
』
に
登
場
す
る
茶
に
は
、
一
般
的
な
茶
以
外
に
、

「
引
茶
」
「
曳
茶
」
が
登
場
す
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。

「
引
茶
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
引
き
出
物
の
茶
と
い
う

理
解
が
林
屋
民
三
郎
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
[
註
2
]
、
そ
の
説

が
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
が
、
『
雑
事
記
』
の
記
事
を
見

る
限
り
で
は
、
そ
の
見
解
は
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
大
乗
院
に
対
し
て
進
上
さ
れ
た
茶
は
、
十

袋
・
二
十
袋
・
三
十
袋
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一

般
に
進
上
物
の
茶
は
、
「
袋
」
を
単
位
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。「
茶
」
が
一
般
に
「

O
袋
」
と
袋
を
単
位
と
し
て
-
記
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
引
茶
」
・
「
曳
茶
」
は
と
も
に
ご
器
」

と
器
を
単
位
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
「
引
茶
」
と
「
曳
茶
」
は
同
義
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
「
茶
」
が
一
器
の
単
位
を
付
さ
れ
る
こ
と
も
時
々

あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
茶
」
表
記
は
「
引
茶
」
あ
る
い
は
「
曳

茶
」
の
省
略
形
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
逆
の
場
合
、
つ
ま
り
「
引
茶
」
「
曳
茶
」
が

「O
袋
」
と
い
う
単
位
で
表
記
さ
れ
る
事
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
引
茶
」
「
曳
茶
」
の
場
合
は
、
必
ず
「
O
器
」
か
「
O
種」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
挽
い
た
茶
を
袋
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
く
、
器
で
な
け
れ
ば
持
参
で
き
な
い
か
ら
で
あ

り
、
抹
茶
の
種
類
が
異
な
る
場
合
は
「
O
種
」
と
表
現
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
三
種
と
あ
る
時
は
、
三
種
類
の
抹

茶
を
意
味
し
て
、
別
々
の
茶
を
同
一
容
器
に
入
れ
る
は
ず
は

川
地
川
別

a

・
唱
'
L

咽

E
A

(
 



な
く
、
そ
れ
は
必
ず
三
器
を
も
意
味
す
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

三
種
三
器
と
は
記
さ
な
い
で
、
三
種
と
だ
け
記
載
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
雑
事
記
』
の
表
記
に
お
い

て
は
、
次
の
規
則
が
成
り
立
つ
と
考
え
る
。

『大乗院寺社雑事記』にみえる茶史料

「
葉
茶
:
:
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
単
位
は
「
袋
」

茶
人
一
引
茶
・
曳
茶
(
挽
い
た
茶
)
・
:
単
位
は
「
器
」
「
種
」

よ
り
明
確
に
知
ら
し
め
て
く
れ
る
の
が
、
明
応

七
年
四
月
二
十
四
日
条
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

一
、
己
心
寺
新
茶
二
十
袋
進
之
、
又
曳
茶
一
器
進
之
、

本
ハ
茶
茶
(
街
カ
)
十
袋
進
之
欺
、

こ
こ
に
は
「
新
茶
二
十
袋
」
と
「
曳
茶
一
器
」
が
同
時
に

登
場
し
、
し
か
も
両
者
と
も
が
己
心
寺
よ
り
の
進
物
で
あ
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
茶
と
曳
茶
は
別
物
で
あ
り
、

茶
が
引
出
物
の
茶
で
あ
る
以
上
、
曳
茶
の
「
曳
」
は
引
出
物

の
意
味
の
「
引
」
で
は
な
く
、
曳
く
本
来
の
「
挽
く
」
と
い

う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

で
は
、
何
で
茶
を
挽
い
た
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
茶
臼

こ
れ
を
、

茶
臼
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
『
和
名
抄
』
に

「
茶
研
、
茶
磯
子
」
と
あ
る
の
で
、
薬
研
の
ご
と
き
類
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
辞
典
類
に
も
、
現
在
の
よ
う
な
石
臼
形
に
な

っ
た
時
期
を
明
確
に
し
な
い
。
し
か
し
『
掃
墨
物
語
絵
巻
』

に
は
、
茶
臼
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
[
註
3
1
『
雑
事
記
』
で

も
、
「
茶
臼
」
が
登
場
す
る
。

長
禄
二
年
五
月
十
二
日
条
に
、
「
今
度
橋
本
坊
ノ
茶
臼
取

隠
之
之
由
風
聞
之
間
」
と
あ
り
、
長
谷
寺
の
橋
本
坊
に
は
茶

臼
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
明
応
三
年
(
一
四
九
四
)
十
二
月
晦
日
条
に
も
、

一
、
座
敷
道
具
、
(
中
略
)
茶
臼
一
〈
元
ヨ
リ
在
之
〉
、
(
中

略
)
茶
湯
棚
一
間
〈
槻
、
松
林
院
物
也
v
、

と
あ
り
、
室
礼
の
一
つ
と
し
て
茶
臼
が
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
茶
臼
の
存
在
は
、
明
確
に
抹
茶
と
し
て
の

「
引
茶
」
「
曳
茶
」
の
存
在
を
我
々
に
確
信
さ
せ
て
く
れ
る
。

ま
た
、
『
雑
事
記
』
に
み
る
茶
関
係
史
料
年
表
(
後
掲
)
を
見

る
と
、
「
引
茶
」
「
曳
茶
」
を
進
上
し
て
い
る
の
が
、
浄
土
寺
・

己
心
寺
・
新
浄
土
寺
・
新
禅
院
の
四
所
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
と
に
前
二
者
の
浄
土
寺
・
己
心
寺
に
多
く
見
ら
れ

で
あ
る
。

礼
的

'ー‘
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る
進
上
傾
向
で
あ
る
事
が
看
取
で
き
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、

こ
の
二
寺
に
も
茶
臼
が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
。

寺
院
が
茶
畑
を
経
営
し
、
そ
の
茶
を
頒
布
し
て
い
た
様
子

は
、
金
沢
文
庫
文
書
に
描
か
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
金

沢
貞
顕
な
ど
は
称
名
寺
に
挽
茶
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
早
く
か
ら
寺
と
茶
の
関
係
は
緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
[
註
4
1

言語と文化

回
、
「
茶
頭
」
に
つ
い
て

康
正
三
年
四
月
十
七
日
条
に
、

一
、
夏
中
手
習
茶
頭
泰
経
法
印
勤
仕
了
、

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
茶
頭
と
い
う
と
、
一
般
的
に
は
貴
人

に
代
わ
っ
て
お
茶
を
立
て
る
人
を
さ
す
が
、
こ
こ
で
は
夏
の

手
習
の
「
茶
頭
」
を
泰
経
法
印
が
勤
め
た
と
あ
る
。
「
手
習
」

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
茶
頭
は
、
お
茶
の
師
匠
と
は
考
え

に
く
い
。

文教大学

さ
ら
に
、
文
明
二
年
四
月
十
五
日
条
に
「
茶
頭
縁
舜
法
眼

云
々
」
と
あ
る
「
茶
頭
」
は
お
茶
に
関
わ
ら
な
い
。
同
日
の

前
の
記
事
を
み
る
と
そ
れ
が
明
確
に
な
る
。

一
、
講
問
一
座
予
行
之
、

一
、
舎
利
講
、
導
師
信
承
公
、

一
、
茶
頭
縁
舜
法
眼
云
々
、

と
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
日
の
茶
頭
は
、
舎
利
講
の

茶
顕
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
茶
頭
に
は
、
会
の
進

行
役
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

同
じ
よ
う
な
例
は
、
文
明
十
五
年
四
月
八
日
条
に
も
見
ら

れ
る
。
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茶
頭
予
、
連
歌
初
之
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
尋
尊
は
連
歌
会
の
茶
頭
役
を
勤
め
た
よ

う
で
あ
る
。
連
歌
に
は
あ
る
い
は
茶
の
湯
も
伴
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
記
述
か
ら
で
は
、
茶
頭
は
あ
く
ま
で
連
歌

会
の
「
茶
頭
」
と
理
解
す
る
ほ
か
な
い
。

文
明
十
六
年
四
月
八
日
条
の
史
料
に
も
、

一
、
夏
中
舎
利
講
等
初
之
、
茶
頭
予
仰
付
之
、
連
歌
発

句
予
、

と
あ
る
。 、

こ
こ
で
は
、
尋
尊
が
舎
利
講
の
茶
頭
と
な
っ
て
お

り
、
連
歌
で
も
発
句
を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
。



や
は
り
茶
頭
は
茶
の
湯
に
限
定
さ
れ
る
用
語
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
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さ
て
文
明
十
九
年
四
月
八
日
条
の
記
事
を
み
よ
う
。

一
、
同
連
歌
手
習
茶
頭
仰
付
之
、

こ
れ
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
。
連
歌
の
手
習
に
お
い

て
、
尋
尊
が
茶
頭
役
を
仰
せ
付
か
っ
た
、
と
解
す
る
の
が
穏

当
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
な
に
ゆ
え
、
茶
頭
が
茶
の
湯
の
点
前
役
あ
る
い
は

師
匠
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
座
や
会
の
進
行
役
と
し
て
の

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
に
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
条
件
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
茶
の
湯
に
お
い
て
、
茶
頭
は
直
接
的
に
茶
を
点
て

る
人
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
茶
を
点
て
る
、
い
わ
ゆ
る
亭
主

は
茶
会
の
進
行
役
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
雑
事
記
』
に
み
え

る
「
茶
頭
」
の
意
味
は
、
本
来
、
茶
会
に
お
い
て
こ
そ
使
わ

れ
る
べ
き
用
法
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
連
歌
や
手
習
と
い
っ

た
他
の
場
面
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
茶

頭
H

会
の
進
行
役
」
と
い
う
概
念
が
、
広
く
社
会
的
に
定
着

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
と
り

も
な
お
さ
ず
、
茶
会
が
社
会
的
に
普
及
し
て
い
る
こ
と
を
も

意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
茶
会
が
一
般
化
す
る
こ
と
で
、
茶
会
用
語
で
あ

っ
た
「
茶
頭
」
と
い
う
言
葉
が
、
一
般
的
な
進
行
役
と
い
う

意
味
の
代
名
調
的
存
在
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
茶
会
が
利
休
の
時
代
で
は
な
く
、
す
で
に

珠
光
の
時
代
に
相
当
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
、
我
々
に
教
え

て
く
れ
る
。

先
に
見
た
「
茶
日
記
」
に
は
、
棚
・
金
風
呂
・
釜
・
水
指
・

下
水
・
建
蓋
・
台
・
茶
境
と
い
っ
た
、
茶
道
具
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
茶
尭
・
茶
杓
・
柄
杓
と
い
っ
た
消
耗
品
は
記
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
後
の
茶
の
湯
に
必
要
な
道
具
は
す
べ
て
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登
場
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
「
わ
び
」
茶
の
成
立
と
茶
の
湯
の
歴
史
を

同
レ
ベ
ル
で
考
え
る
傾
向
が
強
く
、
そ
れ
以
前
の
喫
茶
に
関

し
て
は
、
闘
茶
の
遊
戯
性
や
宴
会
で
の
付
け
足
し
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
し
か
評
価
さ
れ
て
来
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と

も
寺
院
社
会
に
お
け
る
喫
茶
や
室
礼
に
関
し
て
は
、
再
考
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。



こ
の
よ
う
な
喫
茶
文
化
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
、
珠
光
の
茶
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
言
い
換
え
る
と
、
喫
茶
文
化
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
社
会

に
浸
透
し
た
時
代
に
育
っ
た
珠
光
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
自
身
の

新
た
な
茶
の
湯
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

第14号

ま
と
め
と
し
て

言語と文化

珠
光
が
わ
び
茶
の
祖
と
い
っ
て
も
、
な
に
も
な
い
と
こ
ろ

に
、
珠
光
が
ま
っ
た
く
独
自
に
茶
の
湯
を
作
り
上
げ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
鎌
倉
か
ら
続
く
禅
宗
・
律
宗
を
中

心
と
す
る
寺
院
文
化
の
中
で
、
喫
茶
文
化
は
育
ま
れ
て
い
た
。

金
沢
文
庫
や
称
名
寺
の
周
辺
で
、
武
家
の
中
に
も
喫
茶
文
化

が
展
開
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お

り
で
あ
る
[
註
5
]
。
厳
密
に
い
う
と
、
貴
族
社
会
に
お
い
て

は
、
平
安
期
か
ら
細
々
と
で
は
あ
る
が
、
儀
礼
の
中
に
引
茶

の
作
法
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
[
註
6
]
。

そ
う
し
て
、
室
町
の
将
軍
家
や
守
護
大
名
家
で
は
闘
茶
や

文教大学

書
院
の
茶
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
喫
茶
文
化
の
上
に
、

珠
光
の
わ
び
茶
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
珠
光
自
身
が
、
み
ず
か
ら
の
茶
の
湯
を
「
わ
び

茶
」
と
称
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
甚
だ
怪
し
い
。
お
そ

ら
く
は
「
数
寄
」
と
称
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
珠
光
の

後
継
者
と
み
な
さ
れ
る
宗
珠
が
「
数
寄
の
張
本
」
「
数
寄
の
上

手
」
[
註
7
]
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

「
数
奇
」
と
は
、
本
来
、
茶
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
に
は
「
数
奇
」
と
い
え
ば
、
茶
の
湯

を
指
す
ほ
ど
に
一
般
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
珠
光

か
ら
紹
鴎
を
経
て
、
利
休
で
完
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
「
わ

び
茶
」
は
、
町
人
茶
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
利
休
の
弟
子

に
大
名
、
が
多
く
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
後
の
大

名
茶
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
江
戸
期
の
武
家

茶
も
、
基
本
的
に
は
利
休
流
の
茶
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
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る

そ
の
一
方
、
「
草
人
木
」
や
「
源
流
茶
話
」
な

ど
の
江
戸
期
の
茶
書
に
は
、
わ
び
茶
は
わ
び
人
、
つ
ま
り
町

人
で
経
済
的
に
裕
福
で
は
な
い
人
の
茶
と
し
て
認
識
さ
れ
て

し
か
し
、
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い
わ
ゆ
る
「
わ
び
し
い
人
の
茶
」
が
わ
び
茶
で
あ
っ

た
。
こ
の
概
念
で
ゆ
く
と
、
利
休
流
の
茶
で
あ
っ
て
も
、
武

家
・
大
名
の
茶
は
わ
び
茶
で
は
な
く
な
る
。

こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、
長
年
使
用
さ
れ
て
き
た

用
語
で
は
あ
る
が
、
「
わ
び
茶
」
を
停
止
し
て
、
「
数
寄
(
茶
ご

を
提
唱
し
た
い
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
珠
光
以
後
の
「
数
寄
(
茶
ご
を
生
み
出
し

た
時
代
背
景
と
し
て
、
『
雑
事
記
』
に
現
れ
た
茶
史
料
を
さ
ら

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
時
の
茶
生
産
地
が
ど
こ
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
大
乗
院
に
茶
を
進
上
す
る
諸
寺
院
、
た
と

え
ば
浄
土
寺
や
己
心
寺
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
く
調
べ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
大
乗
院
と
の
関
係
の
深
い

奈
良
の
土
豪
・
古
市
氏
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
考
え
る
。

い
る
。

[
註
]

①
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
鈴
木

良
一
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
あ
る
門
閥
僧
侶
の
没
落
の

記
録
』
(
そ
し
え
て
、
一
九
八
三
年
)
の
研
究
に
よ
っ
た
。

②
林
屋
辰
三
郎
『
図
録
茶
道
史
』
(
淡
交
社
、
一
九
八

O
年)。

③
筒
井
紘
一
・
他
編
『
茶
の
湯
絵
画
資
料
集
成
』
(
平
凡
社
、

一
九
九
二
年
)
。

④
テ

l
マ
展
図
録
『
鎌
倉
時
代
の
茶
』
(
神
奈
川
県
立
金
沢
文

庫
、
一
九
九
八
年
)
、
中
村
修
也
「
人
物
茶
道
史

6

金

沢
貞
顕
」
(
『
孤
峰
』
二
二
巻
九
号
、
二

O
O
O年)。

⑤
熊
原
政
男
『
鎌
倉
の
茶
』
(
河
原
書
居
、
一
九
四
八
年
)
、

村
井
康
彦
『
茶
の
文
化
史
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
七
九
年
)
。

⑥
中
村
修
也
「
栄
西
以
前
の
茶
」
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『大東院寺社雑~J~記』にみえる茶史料

『大乗院寺社雑事記』の進上茶表

西暦 茶 数 量

1457 150袋、茶5、古茶10袋

1458 308袋、新茶25袋、宇治茶lO袋、茶3、30斤、曳茶l

1459 150袋、新茶45袋、茶2

1460 230袋、新茶25袋、茶l、新茶l、引茶l、茶l種

1461 340袋、窓際45袋、茶l、2盆、 2穂、 l筒

1462 120袋、新茶20袋

1463 75袋

1464 130袋、茶l、

1465 230袋、新茶15袋、曳茶3種、

1466 215袋、新茶50袋、古茶10袋、茶l、16斤、 3種、引茶l

1467 35袋、新茶20袋、曳茶3種

1468 10 

1469 

1470 

1471 

1472 

1473 

1474 

1475 

1476 

1477 

1478 

1479 

1480 

1481 

1482 

120袋、

182袋、新茶50袋、茶l、ヲ!茶l器、 9斤

145袋、茶3、l装、 10斤

145袋、新茶15袋、古茶5袋、茶l

125袋、古茶10袋、茶2、l器

125袋、茶l、

130袋、新茶40袋、引茶2、3種、 l器、lO斤、百疋茶、

新茶20袋、

115袋、新茶20袋、古茶5袋、

150袋、新茶30袋、 1器、 l種、曳茶3器、

160袋、新茶40袋、吉茶lO袋、 2種、 l器、曳茶l器、

lO5袋、曳茶3種、

llO袋、 l器、引茶l、曳茶2、曳茶5器、

90袋、新茶20袋、曳茶4器、

-91ー
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申~、P 

220袋

673袋、曳茶l

215袋

275袋、引茶2

395袋、引茶5

140袋

75袋

140袋

2115袋、引茶3

445袋、引茶4

55袋、号|茶3

。
120袋

332袋、引茶l

275袋、 l嚢

175袋

155袋、引茶l

1.35袋

280袋、引茶6

20袋l

140袋|

180袋、引茶51

210袋、引茶4

105袋、与|茶3

110袋、引茶9

110袋、ヲ|茶41
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1483 100袋、引茶l器、曳茶3種、 100袋、引茶4

1484 90袋、古茶10袋、畑茶10袋、新茶l、曳茶l器、曳茶3種、 120袋、引茶4

1485 100袋、茶l、 110袋

1486 40袋、新茶15袋、 l器、曳茶3種、 55袋、引茶4

1487 85袋、新茶20袋、上品茶10袋、茶l、l器、 125袋、引茶l

1488 55袋、新茶15袋、 70袋

1489 115袋、新茶15袋、茶l、 140袋

1490 125袋、 l器、 125袋、引茶l

1491 50袋、曳茶l、曳茶3種、 50袋、引茶4

1492 40袋、新茶25袋、引茶3穂、 65袋、引茶3

1493 105袋、曳茶2、 105袋、引茶2

1494 65袋、茶2、号|茶3種、引茶l器、 85袋、引茶4

1495 60袋、新茶5袋、曳茶l、曳茶6器、 65袋、引茶7

1496 記事無

1497 60袋、新茶25袋、茶l、引茶l、 95袋、引茶11

1498 203袋、古茶20袋、上茶20袋、茶5、曳茶l、曳茶2器、 298袋、引茶3

1499 100袋、新茶2斤、新茶20袋、古茶5袋、曳茶l、曳茶i器、 145袋、引茶2

1500 10袋、宇治茶l、 20袋

1501 20袋、新茶25袋、古茶5袋、 50袋

1502 45袋、 45袋

1503 茶l、曳茶l、曳茶l器、 10袋、引茶2

1504 10袋、引茶l器、 10袋、引茶l

1505 35袋、 35袋

1506 10袋、 10袋

1507 10袋、引茶l器 10袋、引茶l

茶1=10袋、茶 l斤=10袋、引~=曳茶として、新茶・古茶・宇治~等の
区別はせず、すべて茶として換算した。
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